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WGのキーワード別の活動事業アイデア【活動】穴埋めシート
他機能に関連するキーワード

管理運営組織

地域活動 フレキシビリティ

創作環境

共用空間 情報発信

ついで利用

余暇環境 機能連携

市内の活動団体を紹介する一元化した情報管理システム

苫小牧市の活動団体を一度に知ることができる情報を提供する仕掛け
やサービス
サークル紹介カード ( 多摩市 永山公民館 )
現在、市の活動団体の情報を一度に知ることができず、それぞれの活
動がみなバラバラな印象がある
市内活動団体への人的ネットワークを構築している人物の存在

事業内容：

参考事例：
関連事項：

課題　　：

ふらっと立ち寄ったときに行われている日常的なイベント

施設にふらっと立ち寄ったときに来訪者の関心を引き寄せるイベント
ＡＢＣクッキングスクール、チ・カ・ホ空間の展示スペース
苫小牧にはエプロン、子供の服、オルゴナイト、ヘナ（染料）など様々
な分野の作家が数多く存在している
頻繁にイベントを行うことに対するニーズ・シーズの有無

事業内容：
参考事例：
関連事項：

課題　　：

「おもてなしフェスタ」
異なる分野や場所で活動している市民が出会う年に一度のイベント

市内各所の地域活動のネットワークが生まれる
地域活動のモチベーションにつながる
イベントを企画する市民組織とそれをサポートし責任を持つ体制づくり

効果・可能性：

課題                        ： 

■

「ソロデビューへの道」
趣味で始めた活動が日の目をみる機会を提供するプログラム

初心者でも気兼ねなく活動を発表できる場所を提供しながら、継続的
な活動につなげ、文化・芸術活動の裾野が広がる
市民の活動がステップアップしていく講習会やワークショップの実施主体

効果・可能性：

課題                        ： 

■

「いきいきディレクターズ」
共用空間のイベント・雰囲気づくりを担う市民組織

施設企画のイベントや提案から市民発案が活発になる流れをつくるこ
とができる
市民組織の存在
行政や他団体との協動

効果・可能性：

課題                        ： 

■

「子どものわくわく社会見学」
子どもの関心を育み施設のにぎわいを生むイベント

利用者層の多様化
子どもが施設を利用することによるにぎわいや活気の創出
子どもを対象としたスペースのルールづくり
怪我や事故に対応できる管理の仕組みづくり

効果・可能性：

課題                        ： 

■

「大人のいきいきカレッジ」
社会や生活の知恵を受け継ぐ生涯学習機会の提供

生涯学習機会の提供
お年寄りから若者への知識や技術などの伝達
お年寄りから学びたい若者の存在
両者を結びつける運営者のノウハウ

効果・可能性：

課題                        ： 

■

「レベルアップ！みんなの部室」
既存活動の連携と発展を促す施設・設備の開放

既存活動の充実・発展
施設利用機会の増加
専門諸室の内容とスペックの検討
専門スタッフの雇用

効果・可能性：

課題                        ： 

■

「ゴーゴーナイトキャンペーン」
夜間の時間帯を利用可能にする試み

市民同士の新たな交流や新しい文化芸
術活動への参画
日中施設を利用することができない市
民に対して利用機会の提供
周辺住民の理解と協力
夜間営業スタッフの存在
夜間利用をすることによる費用対効果

効果・可能性：

課題                        ： 

■

「芝生ファンクラブ」
屋外のオープンスペースづくりやイベントを企画する組織

文化芸術活動に関心の薄い市民の気軽
な施設への来訪
文化芸術に限らない活動の展開
管理・運営を担う市民組織とそれをサ
ポートする体制づくり

効果・可能性：

課題                        ： 

■

「とつげき新聞部」
まちの魅力を市民自ら調べ、発信するイベント

情報発信
SNS などへの展開
市民の関心事を文化活動へ結びつけるディレクターの存在

効果・可能性：

課題                        ： 

■

「腕利きサポート部隊」
アーティストとの共同作業で表現の幅を広げる市民ボランティア集団

市内出身の若いアーティストが活躍できる場となる
趣味を続けていた市民が退職後に力を発揮できる
技術・管理体制
専門スタッフと市民の関係をつくる体制

効果・可能性：

課題                        ： 

■

「とまこまいキッズ基金」
未来のスター育成プログラム

子どもたちの親や友人など普段足を運ばない市民が施設を訪れる
何をどこまでサポートするのか判断し実施する運営主体

効果・可能性：
課題                        ： 

■


